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● 投資信託に係るリスクについて
投資信託は、株式、債券および不動産投資信託証券（リート）などの値動きのある有価証券等（外貨建資産には
為替リスクもあります。）に投資をしますので、市場環境、組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により
基準価額は変動します。このため、投資者の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の
下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者の
皆さまに帰属します。また、投資信託は預貯金とは異なります。

● 投資信託に係る費用について
［ご投資いただくお客さまには以下の費用をご負担いただきます。］

■お客さまが直接的に負担する費用
購 入 時 手 数 料：上限3.78％（税込）
換 金 時 手 数 料：換金の価額の水準等により変動する場合があるため、あらかじめ上限の料率等を示すことが

できません。
信託財産留保額：上限0.5％

■お客さまが信託財産で間接的に負担する費用
運用管理費用（信託報酬）：上限 年率2.6824％（税込）

※手数料等の合計額については、購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示することはできません。
※上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定しております。費用の料率に

つきましては、アセットマネジメントOne株式会社が運用するすべての投資信託のうち、徴収するそれぞれの
費用における最高の料率を記載しております。

※投資信託は、個別の投資信託ごとに投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国が異なることから、
リスクの内容や性質、費用が異なります。投資信託をお申し込みの際は、販売会社から投資信託説明書（交付
目論見書）をあらかじめ、または同時にお渡ししますので、必ずお受け取りになり、内容をよくお読みいただき
ご確認のうえ、お客さまご自身が投資に関してご判断ください。

※税法が改正された場合等には、税込手数料等が変更となることがあります。

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成したものです。
●当資料は、情報提供を目的とするものであり、投資家に対する投資勧誘を目的とするものではありません。
●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その

内容の完全性、正確性について、同社が保証するものではありません。また掲載データは過去の実績であり、
将来の運用成果を保証するものではありません。

●当資料における内容は作成時点（2018年1月16日）のものであり、今後予告なく変更される場合があります。
●投資信託は、

１．預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではあり
ません。加えて、証券会社を通して購入していない場合には投資者保護基金の対象ではありません。

２．購入金額について元本保証および利回り保証のいずれもありません。
３．投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担する

こととなります。

※上記は基本的な料率の状況を示したものであり、成功報酬制を採用するファンドについては、成功報酬額
の加算によってご負担いただく費用が上記の上限を超過する場合があります。成功報酬額は基準価額の
水準等により変動するため、あらかじめ上限の額等を示すことができません。

その他費用・手数料：上記以外に保有期間等に応じてご負担いただく費用があります。投資信託説明書
（交付目論見書）等でご確認ください。その他費用・手数料については定期的に見直さ
れるものや売買条件等により異なるため、あらかじめ当該費用（上限額等を含む）を
表示することはできません。

【ご注意事項】

【投資信託に係るリスクと費用】

180109JSAI情報

投資信託に係るリスクと費用およびご注意事項

商 号 等：アセットマネジメントOne株式会社
金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第324号

加入協会：一般社団法人投資信託協会
一般社団法人日本投資顧問業協会
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現在できるAI
い ま

「AIを利用したサービスを受けられるのはまだ未来の話」
最近までこう考えていた人は多かったと思います。
しかし、AIは技術の急速な発展により、私たちにとって身近なものになりつつあります。
すでにAIを搭載した製品やサービスは続々と登場しており、
私たちの生活を変えようとしています。

002
数多くある旅行プランの中から、簡単なコミュ
ニケーションで、自分の好みにあった旅行プラ
ンを進めてくれるシステムのこと。「今の気分
は？」というAIの語りかけから対話が始まり、
回答していくうちに自分が本当にやりたい
ことが詰まったプランが計画されていきます。

001
日常会話を楽しんだり、占い・ニュースなどの
情報を提供する機能を備えたロボットのこと。
離れて暮らす高齢の家族や留守番をしている
子供の様子などもスマートフォンを通じて
確認することができます。また、服薬や通院の
時間などその日のスケジュールをお知らせする
支援機能も搭載されています。

003
対話型の音声操作に対応したAIアシスタントを
利用可能なスピーカーのこと。すでにAIアシ
スタントはスマートフォンに搭載されていますが、
画面をタッチしたりキーボードを叩く動作から
解放されるのが魅力です。テレビやエアコン
など家電と連携も可能で、話しかけるだけで
照明の色が変わったり、掃除機が掃除を始め
たりすることが可能です。

004
献立の提案や在庫管理などをしてくれる冷蔵庫
のこと。冷蔵庫の前面が大きな画面になって
いて、それを使って冷蔵庫の中身に応じた献立
を提案してくれます。また、内蔵のカメラで消費
期限や在庫をチェックしてくれ、足りない場合
は発注もしてくれます。

AI搭載冷蔵庫
005
自分の好みにあった服のコーディネートを
提案してくれる鏡。鏡の前に立つとAIが考えた
服のコーディネートが表示され、その服を着て
いる体験をすることができます。著名なスタイ
リストやモデルが育てたAIなら、自分では
気づかないコーディネートも楽しめます。

＊映像が鏡の中に映るディスプレイ

006
ユーザーの視聴傾向を学習し、おすすめの番組
などを知らせてくれるテレビのこと。ユーザー
のよく見る番組や視聴時間帯を分析・学習し、
好みの番組を通知してくれます。

番組を提案するAI

コミュニケーションロボット

旅行を企画するAI

スマートスピーカー

AI搭載ミラー型サイネージ＊

※上記はあくまでイメージであり、実際
※巻末のご注意事項

のサービスと異なる場合があります。
をご確認ください。出所：各種資料をもとにアセットマネジメントOne作成
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ディープラーニングとは、AIが自らデータの特徴を学習し、事象の
認識や分類を行う手法のことを指します。
これまでは人が基準や定義などを事前に教えることでAIは判断を
下していましたが、ディープラーニングの活用により、AI自ら
学習し、より精密な分析や判断を行う能力を身につけています。
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第1次AIブーム「推論・探索の時代」第2次AIブーム「知識の時代」

人工知能
「人工知能」という言葉は、1956年米ダートマス大学で行
われた学術会議で、ジョン・マッカーシー氏*が初めて使用
したといわれています。学習のあらゆる観点や知能の
機能を明確にし、それを機械でシミュレーションするための
研究について発表する際使用されました。

人が教えた通りの
指し手

人＋データ こういう時は
こう指すと勝ちに

繋がりやすい！

投入

チェス

ソフト作りが最も難しいのは囲碁ソフト。
2016年にプロ棋士を負かしたことが有名。

盤　　 ： 8（ヨコ）x 8（タテ）＝64マス
通り手 ：10の120乗

将棋
盤　　 ： 9（ヨコ）x 9（タテ）＝81マス
通り手 ：10の220乗

囲碁
盤　　 ： 19（ヨコ）x 19（タテ）＝361マス
通り手 ：10の360乗

対局

自ら学んだ
勝つ確率の高い指し手

膨大な量のデータ 過去データのインプットで、
勝ちに繋がる可能性が

高い指し手を学習

投入 対局

これまでのAI

【AIが将棋を指す事例】

チェスと将棋、
囲碁はそれぞれ何通りの手があるのか

・人では処理し切れない量のデータ分析
・人が気付いていなかった有効な指し手の
発見

強さの秘訣は…

ディープラーニングを活用したAI

上記はイメージ図による例示であり、すべてを表しているもの
ではありません。

第3次AIブーム「ディープラーニングの時代」

A
I
の
歴
史

AIが特定の問題に対し
回答することができるようになった。

与えられた膨大な情報をもとに、
AIが答えを出すことができるようになった。

ビッグデータを活用して、
AI自身が知識を獲得することができるようになった。

＊AI分野でその創成期から現代までリーダーの役割を続け
　「人工知能の父」と呼ばれています。

ディープ・ブルー
ディープ・ブルーは米アイ・ビー・エムが開発したチェス専用
のAIです。ディープ・ブルーは1989年より同社が開発に
着手し、当時のチェス世界チャンピオン ガルリ・カスパロフ氏
に勝利することを目標としていました。1997年、ディープ・
ブルーが同氏に勝利した際は世界中の人々に衝撃を与え
ました。当時の対局でディープ・ブルーは人間では打ち
そうもない手を見せたことから、プロのチェスプレイヤーが
対局の流れを読めなかったといわれています。

アルファ碁
米アルファベット傘下のディープマインドが開発し、2016年
に世界トップクラスの囲碁棋士に勝利しました。囲碁は将棋
やチェスよりも局面の数が多く、攻略にはあと10年はかか
るといわれていましたが、ディープラーニングの活用により
予想を上回るペースで進化を遂げました。足元では、「人間
に一切頼らないAI」という目標のもと、囲碁のルールだけを
教えたAI同士を対局させて学習させたアルファ碁ゼロも登
場し、実験開始後わずか3日でアルファ碁に圧勝しました。

2000年代2010年代 1990年代 1980年代 1970年代 1960年代 1950年代 1940年代

2000年代2010年代 1990年代 1980年代 1970年代 1960年代 1950年代 1940年代

※上記の個別銘柄はあくまでも一例で
※巻末のご注意事項

あり、売買を推奨するものではありません。
をご確認ください。出所：各種資料をもとにアセットマネジメントOne作成
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AIは近年急成長を見せています。
今後、交通や医療など幅広い分野でAIが活用され、
社会が大きく変わると考えられています。
現在計画されていることなどをまとめました。

◉無人農場・無人工場の実現
◉AIが創薬を支援
◉AIががん診断
◉自動運転バスが運行を開始

2020年

2020

◉完全自動運転配車サービス開始

2021年

◉サッカー等の試合に
　AI審判導入
◉都市間をロケットで移動

2022年

◉血管内を移動する
　微小な医療ロボットが
　実用化

2023年

◉人間の脳と同等の
　情報処理ができる
　システムが登場

2024年

2050年

未 来
予 想
Future Prediction

◉カプセル1錠の健康診断が実現
◉音声翻訳システムが
　ビジネスの場で利用可能に
◉動物と会話ができる装置完成 
◉自動運転車が市場に登場

2030年

2025年

◉AIを搭載した教師ロボットが登場
◉感情を理解する介護ロボットの誕生
◉宇宙太陽発電所が登場 
◉人工細胞を活用した再生医療体制が実現

◉AIを搭載した
　ロボットによる
　外科手術が実現

2021

2022

2023

2024
2025

2030

2050

自動運転車が市場に登場

無人農場・無人工場の実現

※上記は作成時点におけるアセットマネジメントOneの予測に
※巻末のご注意事項

基づいたイメージであり、将来実現される保証はありません。
をご確認ください。出所：各種資料をもとにアセットマネジメントOne作成

AIを搭載したロボットによる外科手術が実現

血管内を移動する微小な医療ロボットが実用化

音声翻訳システムがビジネスの場で利用可能に
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、

よ
り
防
御
的
に
運
転
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、自
動
車
事
故
の
な
い

社
会
が
期
待
さ
れ
る
の
で
す
。

2
0
2
0
年
に
は
自
動
運
転
バ
ス
が

運
行
を
開
始
し
、2
0
2
5
年
に
は
自
動

運
転
車
が
市
場
に
出
始
め
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。運
転
か
ら
解
放
さ
れ
る

た
め
、自
動
車
の
中
で
寝
る
こ
と
や
お
酒
を

飲
む
こ
と
も
で
き
、移
動
中
も
よ
り
有
意

義
に
時
間
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、自
動
運
転
の

実
現
に
よ
り
、自
動
車
内
の
過
ご
し
方

だ
け
で
な
く
、街
の
風
景
も
大
き
く
変
わ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
今
ま
で
自
動
車
で
目
的
地
に

到
着
し
た
場
合
、駐
車
場
に
自
動
車
を

停
め
ま
す
。し
か
し
、自
動
運
転
車
の

場
合
、目
的
地
に
到
着
後
自
動
車
は
無
人

走
行
を
開
始
し
、自
ら
帰
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、駐
車
場
が
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
可
能

で
す
。駐
車
場
の
跡
地
に
は
ビ
ル
な
ど
を

建
設
す
る
こ
と
も
で
き
、都
市
の
再
開
発

が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、無
人

運
転
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、よ
り
効
率
的

に
自
動
車
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
の
た
め
、一
家
に
一
台
自
動
車
を

所
有
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、よ
り
安
価

な
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
主
流
に
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、自
動
運
転
実
現
に
よ
り
車
間
距

離
数
セ
ン
チ
で
高
ス
ピ
ー
ド
運
転
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、高
速
道
路
は
片
側

一
車
線
に
変
わ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
の
跡
地
を
有
効
活
用
で
き
る

だ
け
で
な
く
、高
速
道
路
の
建
設
費
や
日
数

を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
新
た
な

道
路
の
建
設
も
期
待
で
き
る
の
で
す
。

自動車
AI

自動車 AI
Automobile Artificial Intelligence

変
わ
る
街
の
風
景

STOP!
A
I
と
自
動
運
転

A
I
に
よ
っ
て
事
故
数
激
減

現在、自動車業界は大きな転換点を迎えています。
自動車メーカーだけでなく、

情報技術企業も自動運転分野に参入をし始めました。
私たちの日々の生活を支えている自動車は、AIの活用により

今後どのように変化していくのでしょうか。
自動運転技術の開発を行っている

企業などの計画や各種予測をまとめました。

Automobile
Artificial Intelligence

AIのこれから

01 

※上記は作成時点におけるアセットマネジメントOneの予測に
※巻末のご注意事項

基づいたイメージであり、将来実現される保証はありません。
をご確認ください。出所：各種資料をもとにアセットマネジメントOne作成
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A
I
は
膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
あ
ら
ゆ
る

こ
と
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
加
え
て
、画
像
解
析
力
を
用
い
る
こ
と

に
よ
り
、人
で
は
気
付
か
な
い
症
状
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。例
え
ば
、米
国
で
は
乳
が
ん
の

転
移
を
調
べ
る
た
め
の
画
像
判
定
に

A
I
が
挑
み
、11
人
の
医
師
と
成
績
を

比
べ
た
と
こ
ろ
、大
幅
に
上
回
っ
た
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
病
院
で
長
時
間
待
た
さ
れ
た

経
験
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、A
I
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ
の
時
間
を

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。A
I
は
来
院
し
た
人
の
症
状
を

聞
き
出
す
こ
と
に
加
え
、所
持
し
て
い
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
、普
段
の
運
動

量
な
ど
を
も
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
診
断
前
に
医
師
に
考
え

ら
れ
る
症
状
の
候
補
を
提
示
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

一
回
の
検
査
の
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と

が
で
き
、医
師
一
人
が
一
日
で
診
ら
れ
る

患
者
数
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2
0
2
1
年
に
は
、が
ん
患
者
の
全
遺
伝

情
報（
ゲ
ノ
ム
）を
A
I
が
解
析
し
、最
適

な
医
療
法
や
薬
を
選
ぶ
シ
ス
テ
ム
が

実
現
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。一
人

ひ
と
り
の
患
者
に
あ
わ
せ
て
最
も
効
果
が

高
く
、副
作
用
が
少
な
い
治
療
法
を
A
I

が
医
師
に
示
す
こ
と
で
、が
ん
に
よ
る

死
亡
率
低
減
や
医
療
費
の
最
適
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、が
ん
患
者
の
血
液
な
ど
に
は
が
ん

細
胞
か
ら
漏
れ
出
た
遺
伝
情
報
が
微
量

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、近
い
未
来

に
は
そ
れ
ら
を
A
I
が
解
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、患
者
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

創
薬
も
実
現
す
る
見
込
み
で
す
。こ
れ
に

よ
り
、が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
大
幅
に

低
下
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
A
I
の
技
術
を

融
合
さ
せ
、医
療
現
場
に
生
か
す
動
き
も

み
ら
れ
て
い
ま
す
。ナ
ノ
メ
ー
ト
ル（
10
億

分
の
1
メ
ー
ト
ル
）は
、分
子
や
細
胞
壁
、

D
N
A
の
ら
せ
ん
直
径
と
同
じ
大
き
さ

で
す
。こ
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
A
I
の

技
術
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、2
0
2
3

年
に
血
管
内
を
移
動
す
る
微
小
な
医
療

ロ
ボ
ッ
ト
が
実
用
化
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

体
内
に
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
を
注
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、高
度
な
健
康
診
断
を
日
常
生
活
に

支
障
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
に
加
え
て
、ロ
ボ
ッ
ト
自
身
に

薬
を
運
ば
せ
る
こ
と
に
よ
り
、が
ん
細
胞

な
ど
を
狙
い
撃
ち
す
る
こ
と
も
可
能
に

な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

A
I
と
医
療

体
内
に
病
院

医
療
現
場
の
効
率
化

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
が
ん
治
療

AIわが国では高齢化の進行が社会問題となっており、
医療現場の効率化に加えて、

より高度な医療技術が求められています。
AIを活用することにより、

今後の医療現場の変革が期待されています。
医療団体などの計画についてまとめました。

Medical care
Artificial Intelligence

医療

医療 AI
Medical care Artificial Intelligence

AIのこれから

02 

※上記は作成時点におけるアセットマネジメントOneの予測に
※巻末のご注意事項

基づいたイメージであり、将来実現される保証はありません。
をご確認ください。出所：各種資料をもとにアセットマネジメントOne作成
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金
融
で
は
、A
I
は
次
の
5
つ
の
分
類
で

活
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
金
融
に
お
い
て
A
I
は
あ
ら

ゆ
る
利
用
方
法
が
あ
り
ま
す
。

現
在
A
I
が
個
人
の
信
用
・
支
払
い
能
力
を

分
析
し
て
融
資
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
が
一
部

で
始
ま
り
ま
し
た
。今
後
は
さ
ら
に
公
共

料
金
や
携
帯
料
金
の
支
払
い
状
況
な
ど
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
精
度
の
高
い
審
査
が
可
能
に
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
近
い
将
来
、

個
人
だ
け
で
な
く
法
人
の
財
務
状
況
な
ど

の
業
績
を
A
I
が
分
析
し
、法
人
の
与
信

審
査
が
実
現
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
法
人
が
最
適
な
金
利
や

条
件
で
借
入
な
ど
を
行
う
こ
と
が
き
る

よ
う
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
で
は
A
I
に
よ
る
資
産
運
用

サ
ー
ビ
ス
が
一
部
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
さ
ら
に
こ
の
分
野
は
A
I
の
活
用
に

よ
り
進
化
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

投
資
者
が
求
め
る
リ
タ
ー
ン
と
リ
ス
ク
を

A
I
が
分
析
し
、投
資
者
一
人
ひ
と
り
に

適
し
た
運
用
を
A
I
が
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、過
去
の
経
済
イ
ベ
ン
ト
と
株
式

な
ど
の
資
産
の
連
動
性
の
分
析
、企
業

業
績
の
分
析
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の

経
済
動
向
の
把
握
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
、資
産
運
用
の
手
法
も
大
き
く

変
わ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

A
I
と
金
融

株
価
予
想
と
資
産
の
自
動
運
用

人
工
衛
星
が
撮
影
し
た
写
真
を
A
I
が

分
析
し
て
経
済
動
向
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

捉
え
る
こ
と
で
、企
業
の
経
営
戦
略
の

構
築
や
株
価
の
予
測
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。米
大
手
の
小
売

企
業
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
駐
車
場
に

停
め
て
あ
る
自
動
車
数
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
、ど
の
地
域
・
時
間
に
買
い
物
客
が

多
く
集
ま
っ
て
い
る
か
を
分
析
す
る
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

効
果
的
な
経
営
戦
略
を
と
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
企
業
の
利
益
は
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、貨
物
船
・
ト
ラ
ッ
ク

の
数
、石
油
の
備
蓄
量
な
ど
を
分
析
し
て

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
世
界
の
経
済
動
向
を

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、株
価
の

予
想
が
よ
り
正
確
に
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

融
資
の
審
査
が
効
率
・
最
適
化

人
工
衛
星
写
真
な
ど
を
分
析
し
て

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
経
済
動
向
を
把
握

■
審
査…

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
や
住
宅
ロ
ー
ン
、

法
人
向
け
融
資
な
ど
の
審
査
。

■
不
正
検
知…

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
不
正
利
用
、不
正

取
引
な
ど
の
検
知
。

■
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
将
来
予
想…

最
適
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
予
想
、需
要
、株
価

予
想
な
ど
。

■
マ
ッ
チ
ン
グ…

人
事
採
用
や
M
＆
A

（
合
併
と
吸
収
）の
推
奨
、投
資
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス（
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

な
ど
。

■
情
報
の
収
集
・
分
析…

レ
ポ
ー
ト
、

ニ
ュ
ー
ス
、人
工
衛
星
写
真
な
ど
の
分
析
。

AI金融は決済方法の多様化、グローバル化の進展などにより、
年々その構造が複雑化しており、分析は容易なことではありません。

しかし、金融はAIを活用することにより、
人のみでは分析することができなかった事象を

正確かつスピーディーに分析できるようになると考えられています。
金融機関や情報技術企業などの計画についてまとめました。

Finance
Artificial Intelligence

金  融

金融 AI
Finance Artificial Intelligence

AIのこれから

03 

※上記は作成時点におけるアセットマネジメントOneの予測に
※巻末のご注意事項

基づいたイメージであり、将来実現される保証はありません。
をご確認ください。出所：各種資料をもとにアセットマネジメントOne作成
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の
これから

AIの歴史

2018.01

自動車

現在できるAI
い　　ま

AIArtificial
Intelligence

AI 
01 AI 

医　療02 AI 
金　融03 AI 

未来予想

Chapter1

Chapter2

Chapter3

Chapter4

● 投資信託に係るリスクについて
投資信託は、株式、債券および不動産投資信託証券（リート）などの値動きのある有価証券等（外貨建資産には
為替リスクもあります。）に投資をしますので、市場環境、組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により
基準価額は変動します。このため、投資者の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の
下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者の
皆さまに帰属します。また、投資信託は預貯金とは異なります。

● 投資信託に係る費用について
［ご投資いただくお客さまには以下の費用をご負担いただきます。］

■お客さまが直接的に負担する費用
購 入 時 手 数 料：上限3.78％（税込）
換 金 時 手 数 料：換金の価額の水準等により変動する場合があるため、あらかじめ上限の料率等を示すことが

できません。
信託財産留保額：上限0.5％

■お客さまが信託財産で間接的に負担する費用
運用管理費用（信託報酬）：上限 年率2.6824％（税込）

※手数料等の合計額については、購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示することはできません。
※上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定しております。費用の料率に

つきましては、アセットマネジメントOne株式会社が運用するすべての投資信託のうち、徴収するそれぞれの
費用における最高の料率を記載しております。

※投資信託は、個別の投資信託ごとに投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国が異なることから、
リスクの内容や性質、費用が異なります。投資信託をお申し込みの際は、販売会社から投資信託説明書（交付
目論見書）をあらかじめ、または同時にお渡ししますので、必ずお受け取りになり、内容をよくお読みいただき
ご確認のうえ、お客さまご自身が投資に関してご判断ください。

※税法が改正された場合等には、税込手数料等が変更となることがあります。

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成したものです。
●当資料は、情報提供を目的とするものであり、投資家に対する投資勧誘を目的とするものではありません。
●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その

内容の完全性、正確性について、同社が保証するものではありません。また掲載データは過去の実績であり、
将来の運用成果を保証するものではありません。

●当資料における内容は作成時点（2018年1月16日）のものであり、今後予告なく変更される場合があります。
●投資信託は、

１．預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではあり
ません。加えて、証券会社を通して購入していない場合には投資者保護基金の対象ではありません。

２．購入金額について元本保証および利回り保証のいずれもありません。
３．投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担する

こととなります。

※上記は基本的な料率の状況を示したものであり、成功報酬制を採用するファンドについては、成功報酬額
の加算によってご負担いただく費用が上記の上限を超過する場合があります。成功報酬額は基準価額の
水準等により変動するため、あらかじめ上限の額等を示すことができません。

その他費用・手数料：上記以外に保有期間等に応じてご負担いただく費用があります。投資信託説明書
（交付目論見書）等でご確認ください。その他費用・手数料については定期的に見直さ
れるものや売買条件等により異なるため、あらかじめ当該費用（上限額等を含む）を
表示することはできません。

【ご注意事項】

【投資信託に係るリスクと費用】

180109JSAI情報

投資信託に係るリスクと費用およびご注意事項

商 号 等：アセットマネジメントOne株式会社
金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第324号

加入協会：一般社団法人投資信託協会
一般社団法人日本投資顧問業協会


